
令和元年度 天神川減災対策協議会における主な取組状況

１ ．⽔害から⾼齢者の避難⾏動の理解促進に向けた取組
２．簡易型河川監視カメラの整備
３．ハザードマップの作成、周知
４．要配慮者利⽤施設の避難確保計画策定の推進
５．防災教育（学習）の実施
６. 河道掘削、樹⽊伐採による河川断⾯確保対策
７. 「あれから６０年 天神川流域 伊勢湾台⾵の⽖痕」パネル展の開催
８. 天神川⽔系⼤規模氾濫時のタイムライン検討会を設置

→資料-4︓令和２年度の取組予定で紹介

資料-３



１. 水害から高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組について

 「平成30年7月豪雨を踏まえた水害・土砂災害からの避難の在り方について（報告）」の対策の一環として、「大規模氾
濫減災協議会において、防災・減災への取組実施機関と地域包括支援センター・ケアマネジャーが連携し、水害から
高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組を実施する」こととなった。管内関係部局、構成市町村と連携して実施。

①高齢者福祉部局は防災部局から情報提供を受けるなど情報共有を実施

②市町村におけるすべての地域包括センターにハザードマップの掲示や避難訓練のお知らせ等の防災関連のパンフレット等を設置

③大規模氾濫減災協議会において、地域包括支援センター・ケアマネジャーと連携した水害からの高齢者の避難行動の理解促進に向けた取組※

の実施及びその状況を共有

※取組例

 大規模氾濫減災協議会において、地域包括支援センター・ケアマネジャー等の日常業務における防災に関する取組事例を共有する

 ケアマネジャーの職能団体の災害対応研修の場等を活用し、ケアマネジャーへハザードマップ等を説明する

 大規模氾濫減災協議会の構成員による地域包括支援センターの住民向け講座等の機会を活用した最新の防災・減災施策の説明や高齢者自身の災害・避難カードの作
成に対する協力を行う

内容
令和元年度の実施状況

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 北栄町 琴浦町

①高齢者福祉部局
との情報共有を
実施

高齢者福祉部局に限ら
ず、要配慮者利用施設
避難確保計画等につい
ては情報共有

情報共有を実施 情報共有を実施 防災マップ等により危険個
所の共有を行っており、災
害時には庁内ネットワーク
により情報を共有

地域包括支援センターは、福
祉あんしん課内にあり、情報
共有は図られている

②地域包括センター
への防災関連パ
ンフレット等を設
置

未設置 掲示（地域包括セン
ターが防災部局と同じ
庁舎）

防災マップを関係課、町
内要配慮施設、商工会、
全戸に配布済

町内の地域包括支援セン
ター（１か所（直営））にハ
ザードマップを提示してい
る

「わが家の防災マニュアル（小
冊子）」改訂版を平成３１年１
月に全世帯配布し、HPにも載

せているので、特段マップの
掲示は行っていない※3

③地域包括支援セ
ンター・ケアマネ
ジャーと連携した
取組

水害想定の研修・訓練
は未実施※1

町の老人クラブにて防
災に関して説明

警報など発令された場合、
ケアマネが相談支援強化
事業の対象者（※2）に電

話し注意喚起と早めの避
難を勧めている

- -

※1：11/17に実施した倉吉市総合防災訓練では、高齢者利用施設も含めた地震想定の安否確認・避難誘導訓練を実施。
※2：相談支援強化事業対象者…介護サービスを使っていない独居高齢者の内、見守りが必要な方。
※3：令和２年度、洪水ハザードマップを追加した小冊子を作成し、全世帯に配布予定している。

各市町の実施状況
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２. 簡易型河川監視カメラの整備

倉吉河川国

設置状況（天神川12k300右岸の場合）

簡易型河川監視カメラ

危機管理型水位計

○簡易型河川監視カメラ 簡易型河川監視カメラ(14基）
危機管理型⽔位計 （20基）

【⽬的】
令和2年2⽉より、⾝近な河川の状況をリアリティを
もって伝え、地域の⽅の避難に活⽤していただくため、
「簡易型河川監視カメラ」を天神川⽔系の国管理
区間に１４箇所整備している。

【観測の状況】
河川の状況をカメラで配信（10分間隔）
【情報提供サイト】 ※危機管理型⽔位計と同じ
「川の⽔位情報」
http://k.river.go.jp/

 従来の⽔位情報に加え、リアリティのある洪⽔状況を画像として住⺠と共有し、地域の⽅の避難に活⽤して
いただくために、2019年（令和元年）度に簡易型河川監視カメラを14箇所に設置しました。

 簡易型河川監視カメラの映像は、危機管理型⽔位計と同様に「川の⽔位情報」で確認できます。

■危機管理型⽔位計

川の⽔位情報
⼆次元コード

「川の⽔位情報」の表⽰例

■簡易型河川監視カメラ
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２. 簡易型河川監視カメラの整備

倉吉河川国

クリック

「川の⽔位情報」
http://k.river.go.jp/

出⽔時 平常時
出⽔時と平常時の⽐較イメージ

出⽔時と平常時の⽐較ができます
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３.ハザードマップの作成、周知

 2019年（令和元年）度に、倉吉市で⽔害ハザードマップが作成されました。
 引き続き、関係市町の皆様にはハザードマップの周知・活⽤をお願いします。

倉吉市ハザードマップ
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Ｃ市

Ｅ町 Ｆ村

Ｄ町

大規模氾濫減災協議会

等

• 進捗の目標を確認
• 進捗の現状を確認
• 促進施策を共有
• 市町村が直面する課

題の共有、必要に応
じて相互に助言

河川管理者 気象台

「大規模氾濫減災協議会」の運用について（平成29年6月19日）【抜粋】

７．協議会での取組事項
（１）①－１カ 要配慮者利用施設等における避難確保計画の作成・訓練に対する支援
・洪水浸水想定区域内における要配慮者利用施設及び地下街等の立地状況を確認す
るとともに、市町村地域防災計画に定められた要配慮者利用施設の避難確保計画及
び地下街等の避難確保浸水防止計画の作成状況、訓練の実施状況を確認する。

・避難確保計画の作成状況や訓練の実施状況を踏まえ、それぞれの取組を促すための
支援策について検討調整する。また、施設職員だけで対応することが難しい場合の地域
の支援体制について検討・調整する。

４．要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進（1/2）

先進事例の共有

各年度の達成目標
目標達成のための取組

を共有

Ａ市 Ｂ市

 令和元年度より、２０２１年（令和３年）度までに要配慮者利⽤施設の避難確保計画作成及び
訓練実施を完了するため 取組を加速しています。

 各市町の要配慮者利⽤施設における避難確保計画の作成状況も上がっています。
 今後は、避難確保計画の作成に加え、訓練実施のご協⼒もお願い致します。

対象施設数
避難確保計画
作成済み施設数

令和元年度
作成数※

倉吉市 158 119 59施設

三朝町 6 5 5施設

湯梨浜町 20 4 2施設

北栄町 13 10 6施設

避難確保計画の作成状況

※平成30年ヒアリング時に確認した施設数と比較して記載
琴浦町は対象施設なし
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５．防災教育（学習）の実施

 令和元年度は、湯梨浜町では、⼩中学校（1校）を対象に防災学習を実施し（令和元年8⽉、夏休学習）、北
栄町では、中学校（２校）で防災学習を実施（令和元年９，１０⽉）しました。

 ⿃取県中部総合事務所では、浦安⼩学校（琴浦町）で防災学習を実施（令和元年8⽉、60名)、泊⼩学校
（湯梨浜町）で防災学習を実施（令和元年10⽉、22名）

 倉吉河川国道事務所では、昨年度、協⼒依頼のあった倉吉市上⼩鴨⼩学校、倉吉市上北条⼩学校、倉吉市河
北⼩学校を対象に、過去の災害事例や学校付近を流れる川が氾濫した際に、どのくらい浸⽔するのかなどの⾝の回り
におこる⽔害の危険、環境等について説明しました。

 また、⼩学校のプールでポンプ⾞を稼動させ、実際の災害現場で活躍する⾞両の説明を⾏いました。

⼩学校のプールでのポンプ⾞稼動の様⼦

防災教育の様⼦

平成30年度に作成した防災教材

⼩学校 開催⽇
上⼩鴨⼩学校 ９⽉２８⽇
上北条⼩学校 １１⽉２⽇
河北⼩学校 １１⽉５⽇

防災教育の開催
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５．防災教育（学習）の実施

 住⺠の危機意識向上のために、各地で⾏われる講習会や訓練においても、浸⽔想定区域図や過去の
⽔害、増⽔時の防災情報についての講演を⾏いました。

 地区住⺠への講演は、令和元年度は、９箇所で実施しました（R2.3.31現在）。

【開催実績】

地元住⺠への講演の実施状況

地元住⺠との質疑応答状況（上⼩鴨公⺠館:7⽉6⽇）

実施⽇ 実施箇所 開催場所 来場者数
R1.6.9 打吹団地 打吹団地⾃治公⺠館（倉吉市⽣⽥） 約 40 名
R1.6.23 福光地区 福光公⺠館（倉吉市福光） 71 名
R1.7.6 上⼩鴨公⺠館 上⼩鴨公⺠館（倉吉市上古川） 約 30 名
R1.8.19 上井地区⾃治公⺠館館⻑会 上井公⺠館（倉吉市上井） 18 名
R1.9.1 北栄町総合防災訓練 北条農村環境改善センターホール（北栄町⽥井） 191 名
R1.9.29 中河原町区防災学習会 中河原公⺠館（倉吉市中河原） 45 名
R1.10.11 上井地区社会福祉協議会 上⼩鴨公⺠館（倉吉市上古川） 約 50 名
R1.11.11 みどり２区⾃治会防災訓練 みどり団地公⺠館（北栄町江北） 約 80 名
R2.3.11 ⿃取県中部危険物保安協会会員研修会 倉吉市防災センター（倉吉市福守町） 約 30 名

質疑応答状況（上井地区⾃治公⺠館館⻑会︓8⽉19⽇）

講演状況（北栄町総合防災訓練︓9⽉1⽇）
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対策内容 位置図

東伯郡北栄町江北地先
鳥取県

天神川

凡 例

： 実施中・実施予定

樹木伐採

： 樹木伐採実施済

： 浸水想定区域

対策イメージ【A-A’断面】

▽ 計画高水位

断面図

樹木伐採

とうはくぐんほくえいちょうえきた

６. 河道掘削、樹木伐採による河川断面確保対策

 天神川では氾濫による危険性が特に⾼い区間において、洪⽔を安全に流下させるために必要な樹⽊伐採・
河道掘削等を実施しました。
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実施内容（倉吉未来中⼼）

【展⽰期間】
令和元年5⽉12⽇(⽇)〜5⽉17⽇(⾦)

【展⽰内容】
➀パネル展⽰ ➁３Ｄシアター ➂浸⽔シミユレーションの展⽰
④⼟⽯流対策模型の実演 ※➁➂④は5⽉12⽇のみ実施

【展⽰場所】
⿃取県⽴倉吉未来中⼼アトリウム

パネル展示

３Ｄシアター
土石流対策模型

氾濫シミュレーション

倉吉市上⼩鴨公⺠館

展⽰状況（5⽉12⽇）

会場全体の様⼦

パープルタウン

倉吉河川国道事務所

パネル展※の⽇程
•⿃取県⽴倉吉未来中⼼アトリウム （約900名）︓5⽉12⽇〜 5⽉17⽇
•北栄町中央公⺠館 ︓6⽉17⽇〜 6⽉28⽇
•倉吉市上⼩鴨公⺠館 （約50名）︓7⽉ 2⽇〜 7⽉ 6⽇
•三朝町総合⽂化ホール⽞関ホール （約700名）︓7⽉ 8⽇〜 7⽉19⽇
•湯梨浜町中央公⺠館 ︓7⽉22⽇〜 8⽉ 2⽇
•倉吉市関⾦総合⽂化センター ︓8⽉ 5⽇〜 8⽉16⽇
•パープルタウン ︓8⽉26⽇〜 8⽉31⽇
•北栄町総合防災訓練 ︓9⽉ 1⽇
•倉吉市⼤⾕茶屋公⺠館 ︓9⽉16⽇
•倉吉市国府公⺠館 ︓9⽉22⽇
•倉吉市社公⺠館 ︓10⽉ 7⽇〜10⽉11⽇
•⿃取県中部総合事務所 ︓10⽉15⽇〜11⽉ 8⽇
•湯梨浜町総合防災訓練 ︓10⽉20⽇
•上井まつり (約200名) ︓10⽉27⽇
•国分寺公⺠館防災訓練 ︓11⽉ 4⽇
•とっとり防災フェスタ ︓11⽉17⽇
•中部あいｻﾎﾟｰﾄﾌｪｽﾀ2019(倉吉未来中⼼ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ) ︓12⽉ 8⽇
•倉吉市防災センター ︓2⽉4⽇〜 3⽉ 2⽇

3⽉31⽇現在、18箇所で実施 ※5⽉12⽇以外はパネル展⽰のみ。

 昭和３４年９⽉、我が国を襲った伊勢湾台⾵は天神川流域にも猛威をふるい、⼤きな被害をもたらしま
した。 さらに近年の気象状況は⼤きく変化し⽔害危険度は増していますが、治⽔⼯事の進展により避難
勧告等を発令しても 避難⾏動に結びつきにいくいと、市町から報告されています。

 そこで伊勢湾台⾵から６０年にあたる令和元年に、当時の⽔害の様⼦をより多くの皆さんにお伝えし、危
機意識を再認識する ことで今後の防災に役⽴てたいという思いから、伊勢湾台⾵被災状況や河川事業
を紹介するパネル展を倉吉未来中⼼で開催し、その後、計１８か所でパネルの展⽰を実施しました。

各地での展⽰の様⼦

７．「あれから６０年 天神川流域 伊勢湾台風の爪痕」パネル展の開催
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